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大 変 遅 くな りま した が,先 生 方 に は,こ こ に改 めて 帰 国 の ご挨 拶 を させ
て い た だ き ます 。 昨 年 の四 月 か ら中国 に 出張 し・今 年 の三 月 に帰 国 を しま
した。 四 月 か ら八 月 ま で は,在 外研 修 とい うこ とで,北 京 大 学 の中 に あ る・
宿 舎 に泊 ま り,同 大 学 の 日本 語 学部 で研 修 を し,九 月 か ら二 月 まで は,海
外 出 張 とい うこ とで,北 京 の北 京外 国 語 大学 の 中 に あ る,「 日本 学研 究 セ
ン タ ー」 で 日本 語 ・日本 語 教 育 に携 わ って来 ま した ・ こ の時 は・ 北京 友 誼.
賓 館 が我 々派 遣 教 師 の宿 舎 とな りま した 。 さ らに,二 月 の終 わ りか ら三 月
の終 わ りに か けて の 約 一 ヵ月 は,目 本 語 研 究 教 育 セ ン タ ー の 許 可 を得 て,
再 ぴ 北 京 大学 に舞 い戻 り,在 外 研修 の続 き を させ て い た だ き ま した.一 昨'
年 の蒲 谷 先 生 以来,日 本 語 研 究 教 育 セ ン ター 恒 例 の行 事 とい うこ とで,帰
国 の ご報 告 を させ て い た た くこ とに な りま した。 た だ,帰 国 して か らす で
に三 ヵ月 も立 って しま い,余 リホ ッ トな話 題 で は な くな りま した し,中 国
の 事 情 につ い ては,ご 出席 の先 生 方 の中 に は,お 詳 しい先 生 方 も多 くい ら
・っ し ゃ い ます ので ,お 役 には立 て な い と思 い ます が,一 年 問楽 を させ て い
た だ いた お礼 替 わ りの報 告 と考 え て い た だ け れ ば,幸 い これ に過 ぎ た る こ
とは あ りませ ん・。
た だ,後 で も述 べ ます よ うに,私 の在 籍 した 「北 京 目本 学 セ ン ター 」 で
は,研 修 生 に対 す る 日本 語 教 育 の部 分 と,そ の他 の 部 分,つ ま 釦,大 学 院
の言 語 ・文 学 コ ー ス と社 会 ・文 化 コ ー ス とが比 較 的 は っ き りと分 け られ て
い て,標 題 の よ うな 「日本 語 教 育」 に 関 しま して は,言 語 ・文 学 コー ス の
方 に配 属 され た私 は,日 本 語 教 授法 な どの よ うに,直 接 関係 す る こ と び余
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りな か った こ と を先 ず お断 りして お き た い と思 い ま す。 お役 ヨ と し.まし
て,私 が 「北 京 日本 学 セ ン ター」 か ら頂 戴 した役 職 は・ お恥 ず か しい こ と
なが ら,言 語 ・文 学 コ ー ス とい うセ ク シ ョ ンの 副 主 任 とい う こ とで した。
総 勢+四 人 しか い な い わ け で す か ら,む ろ ん,全 体 の会 議 等 で は,社 会 ・
文化 コー ス の先 生 方 と もご一 緒 させ て は も らい ま した が。 取 り敢 えず ・ 九
月 か ら二 月 ま で の六 ヵ月 間 の北 京 日本 学 セ ン タ ー で の生 活 をお 話 す る こ と
で,報 告 者 と して の責 め を塞 ぐ こ とに させ て い た だ き ます 。
さて,長 す ぎ る前 置 き は こ の く らいに しま して,北 京 目本 学研 究 セ ン タ
ー とい うの は,ご 承 知 の とお り,「 巾 国 で 目本語・・日本研 究 や 目本 との交
流 に携 わ る人 材 の養 成 を 目的 と して,中 国政 府(国 家教 育 委員 会)の 要 請 に
よ り,日 本 政 府(外 務 省 ・国 際 交流 基 金)が 協 力実 施 して い る」 組 織 です 。
その前 身 は,故 大 平正 芳 首 相 が提 唱 した 「目本 語研 修 セ ン ター 」(通 称,大
平 総 理 の名 前 を冠 して,大 平 学校 と呼 ぱれ て いま した 〉で,北 京 語言 学 院
く現在 は,北 京 語 言 大 学 に名 称 が変 わ りま した。 つ い で な が ら,先 程,北
京外 国 語 大 学 と言 い ま した が,こ れ は現 在 の名 前 で あ りま して,「 北 京 外
潤語 学院 」,「一 外 」 と言 った方 が先 生 方 には馴 染 み深 い か も知 れ ませ ん)
の中 に設 け られ て い ま した(1980年 ～1985年)。r大 平 学校 」時 代 は,中 国
国 内 の 大学 等 の 目本 語 教 員 に対 す る研 修 を主 な業務 と して い ま した が,85
年 に北 京外 国 語 大 学 に移 っ て か らは,従 来 か らの教 師 研 修 コ ー ス に 加 え
て・ 大 学 院修 士 課 程 及 び 図 書 資 料館 が設 置 され ま した 。
大 学 院 の修 士 コ ース は,言 語 ・文 学 ・社 会 ・文 化 の 四 コー ス・に別 れ て い
ます 、 難 易 度 は,今 読 ん だ反 対 順 の よ うです 。r大 平 学 校 」 のプ ロ グ ラム
で,あ らかた の教 師 た ちが ブ ラ ッシ ュ ・ア ップ を終 え て い るこ と と,か な
りの教 師 た ち が こ の組 織 を利 用 せず,実 際 年 目本 に留 学 して い る とい うこ
とで ・言 語 ・文 学 コー ス の方1こは,大 学 を卒 業 した ぱ か りの学生 が集 ま っ
て い ま した 。 これ は教 師 の研 修 コー ス に も言 え るこ とで,競 争 率 は ほぽ1
倍,こ の と こ ろ,目 本 学 セ ン ター の主 任教 授 は一 私 の在 職 中 烏 東 京 大
学名 誉 教 授,中 国 文 学 専 攻 の竹 田晃 先 生 で した 。 ち ょ っ と任 ㌶ が重 な りま
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した が,前 任 者 は同 じ く東 京 大学 の東 洋 文 庫 の 池 田 温 先 生 で した 。何 救
か,最 近 は,目 本語 関係 の先 生 が主 任 教 授 に な った例 が な い よ うで す一
全 国 各 地 を行脚 して,研 修 生 募集 の キ ャ ンペ ー ン を行 っ て い る ほ ど で し
た 。
こ この図 書 館 は,比 較 的充 実 して い て,和 書 が約 四 万 冊,目中国 書 が約 一
万 冊,そ の他雑 誌 ・新 聞等 が収 め られ て い て,休 日 ・祝 祭 日を除 き,学 生
た ち に貸 し出 され て いま した 。 年 閥 の予 算 は,結 構 潤 沢 に(約 五 百 万 円 ほ
ど)あ りま した の で,今 後 が期 待 され ます 。 た だ,概 ね新 しい 書物 が 多 く,
江 戸 期 の版 本 な どの和 書 は言 うに及 ばず,1980年 以 前 の本 等 は,余 り収 め
られ て い な い よ うで す 。 そ フ)点で は,「 全 中 国 にお け る 日本研 究 の資 料 セ
ン タ」 を 目指 す」 た め には,な お一 層 の予 算 措 置 が必 要 か と思 い ま した 。
私 が在 職 して い た時 ・ 中 日友 聾協 会 の孫平 化 氏 が 日本 の あ る団 体 か ら貰 っ
た資 金 を贈 呈 して,孫 平 化 記 念文 庫 を開設 しま した が,個 人 的 な寄 付 も,
も っ とあ っ て もい い な ど と私 は考 えま した が 。
な お,北 京 大 学 の中 に は,[現 代 日本研 究 コー ス 」 が設 け られ て い て,
同 じ く中国 政 府 と日本 政 府 が協力 実 施 し て い る も の で す が,こ ち らは,
r研 究所 研 究 員 や修 士 課 程 修 了 者 もし くは それ と同 等 の資格 を有 す る もの 」
とあ るよ うに,高 度 の研 修 を証 っ て い ま す が,キ ャ ンパ ス も違 って い ま し
た し}交 流 も余 りあ りま せ んで した の で,詳 しい こ とにっ い て は,残 念 な
が らよ くわか りませ ん で した 。悪 しか らず ご了 承 い た だ き た い と思 い ま
す 。
さ て,日 本語 教 師 に対 す る研 修 コー ス は,一 年 コ ー ス(九 月 ～七 月)で,
一 年 置 き に助 手 ク ラ ス(中 国 で は,助 教 と 呼 び ま す 。 年 齢 制 限 が あ って,
三 十 五 歳以 下)と 教 師 ク ラ ス(年 齢 制 限 は五 十 歳 以 下)を 募集 しま す 。 私 が
赴 任 した 時 は,た ま た ま助 手 クラ ス の年(1993年 度 秋 学 期)に 当 た りま し
た 。授 業 は一 週 に二 十 時 問 あ ります(日 本 的 に言 え ば,十 コマ)。授 業 名 は,
次 の とお りです 。
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r◎ 文 章 表 現 研 究 」
・r◎ 論 文 選 読 」,「◎ 音 声 音 韻 論 」,r◎ 目本 語 教 授
法 」・ 「⇔ 日本 文 学 論 」・ 「◎ 日本 語 学 各 論 」,「◎ 目中 言語 比較 論」,「 ◇
日本 地 理 風土 論 」,「◎ 日本 語 学 概 論 」,「 ◆ 巨本 史 」(◎ は必修 ③は
選 択)
私 が担 当 した の は,「 日本語 学各 論」 とい う必 修 科 目 で,1班,2班 の合
同 授業 で す 。先 生 方 ご存 じの佐 治 圭 三 先 生 が集 中 講 義 で,「 日本 譜学 概 論 」
をお や り にな る とい う.ことで した の で,私 は今 回 は,森 田 ■目松 木 舶 本 語
表 現文 型 一 用 例 中心 ・複 合 辞 の意 味 と用 法 』 を使 っ て,助 詞 ・助 動 詞 ・
接 続詞 とそ れ の複 合 した もの を,実 際 の作 文 課 題 とす る と と もに,そ れ を
利 用 しな が ら,さ らに は 中国 人 学 習 者 の誤 用例 の指 摘 を行 うとい う,ち よ
っ と欲 張 った動 機 で採 用 してみ ま した,学 生 全 員 が現 職 の教 師 とい うこ と
で,熱 心 な授 業 が展 開 しま した 。 怠 け者 の学 生 が い る には い ま した 藻,私
自身 が この とお りの怠 け者 です か ら,人 の こ とは悪 く言 え ませ ん.(な お,
こ の報 告 の 後 半部 で は,誤 用 例 の一 部 を含 めた,授 業 の簡単 な ご紹 介 が で
きた ら と思 い ま す。)
大学 院 コ ー ス で は・ 年 齢 制 限 が あ り,現 行 で は,三 十 五 歳 以 下 とい うこ
と にな って い ます が,来 年 か らは,四 十歳 以 下 とい うふ う に,改 め られ る
こ と にな って い ま す。 さ らに,「 就 職 後 の再 学 習 」 とい う一 項 が あ っ て,
現 行 で は,二 年 以 上 就 業 す る こ と が義 務 付 け られ て い ま した 渉,そ れ も一
年 以上 務 め れ ば い い とい うよ うに変 わ る模 様 で す 。 これ は,大 学 が全 て国
立 で,授 業 料 も無 料 とい うこ とか ら,有 料 化 に向 か う一 つ の動 き か と思 わ
れ ます。 かつ て,大 学 卒 業 者 は五 年(り 以 上 務 め な い と,個 人 的 な理 由 で
は,勤 務 先 を辞 め るこ とは で き ませ んで した 。辞 め る とす る と,罰 金 を払
わ な くて は な らな か った よ うで す 。早 稲 田 に来 て い る留 学 生 の 中 に も,何
万 元 の罰 金 を払 って 日本 に 来 た とい う学 生 の 話 を聞 い た こ とが あ りま す 。
大 学生 の就 職 先 を国 家 が決 め る とい う制 度(分 配 と言 うわ けで す が 〉も,次
第 に緩 くな って来 た よ うで す 。去 年私 が 見 た例 で は,学 生 個 人 が勤 務 先 を
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捜 す とい うこ と も稀 で は な くなPま した 。
大 学 院 は,五 学 期 制(修 業 年 限二 年半 制)を 取 って い ます 。 授 業 は・ 一 年
生 ・二 年 生 の う ち に 終 え て,三 年 に な る と,半 年 問(こ の数 年 の例 で は,
三 月 の下 旬 に来 日 し,九 月 に帰国 し ます),日 本 の 大学 に短 幾 の留 学 を し
て,修 士 論 文 の準 備 を し ます 。九 月 に帰 国 して か らは,学 校 で,ワー プ ロ を
借 りた9し て,修 士 論文 を 書 き 上 げ ま す。 十 二 月 の半 ば頃(去 年 の揚 合 ・
十 二 月 十 六 日か ら三 日問)に は,修 士 論文 提 出 者 に対 す る 「口試 」(口 頭 試
問)が お こ なわ れ ま した 。 我 々派 遣 教 員 は言 うに及 ぱず,日 本 か ら も 「答
弁 委 員 」(口 頭 試 聞 の試験 官)の 先 生 が招 かれ ま した。 各 専攻 で概 ね二 名 ず
っ ぐ らい,総 勢 十 人 前 後 の先 生方 が来 られ た わ け です 。 口頭 試 問 は,十 二
月 十 六 員 か ら三 貝間 に亙 って実施 され ま した が,最 初 の 目は,答 弁 委 員 の
先 生 方 及 び修 了予 定 学 生 に対 す るガイ ダ ンス が行 わ れ ま した 。 翌 目・ 午 前
中二 人,午 後 二 人 とい う,一 人 当 た り一 時 間半 の ぺ 一 ス で ・行 わ れ ま した 。
目本 の,と い うよ り・私 自身 のは るか昔 の経 験 に よ りま す と・ そ ん な に長
くは なか った よ う に思 い ま す。 日本 語 で・ 自分 の論 文 の纏 め を し・ そ れ に
対 して,答 弁委 員 の先 生 方 の質岡 が あ る わ け です 。概 して,中 国人 の先 生
の方 が点 数 が辛 か った,と い うこ とを証 言 して お き ます 。 こ の試 験 に合 格
して初 め て,コ ー ス修 了,学 位取 得 とい うこ とに な りま す が,実 際 の学 位
の授 与 は今 年 の一 月 に入 っ てか らで した ・
こ こ で は,社 会 ・文化 コー ス にっ い て は省 略 し て,言 語 ・文 学 コ ー ス の
授 業 科 目 を紹 介 します 。 まず,一 年生 の言 語 コー ス の学 生 には,
7⇔ 日中文 学 文化 比較 研 究 」,「 ◎ マ ル ク ス主 義 理 論 」,「 φ 目本 古 典 文
学 』,「命社 会 文 化 論 」,「◎英 語 」,「◆ 日本 近現 代 文 学 あ 「◎ 日本 語 学
研 究1」,「 ◎ 日本 語 学 研 究II」,「 ◎一 般 言 語 学 」、 「φ 員本 史 」
の十 科 目,二 年 生 には,
「○ 日中言 語 対 照 研 究 」,「 φ 日本対 外 関 係史 」,「 ◇中外 文化 交 流 史 」,
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「○ 頁本 語 学特 殊 研 究1」 ,「 ◇ 月本 語 学 演 習1」,「 ○ 目本 語 学 特 殊 研 究
丑」,「◇ 目本 語 学 演 習II」,「 ◎ マル ク ス主 義 理 論」(◎ は必修,◆ は
選 択,Oは 三 科 目中二 科 巨選 択 、 ◇ は二 科 目中一 科 目選 択)
の八科 目力1設置 され て い ます 。 私 が担 当 した の は・二 年 生 のr三 科 目 中二
科 目必修 」 の授 業,「 日中言 語 対 照研 究 」 で す 。 こ の科 自 は,文 学 コ ー ス
の学生 も選 択 で き るよ うに な っ て い ます が,去 年 は言 語 コー ス の学 生,四
人 恭出席 しま した。 修 士 論 文 を書 き上 げ た三 年 生 も 郊 わ って い ま し た の
で,総 勢 六 人 近 くで授 業 を して い た こ とにな ります 。 三 年 生 の学生 の 出席
は,い い こ とは い い の で す が,後 で 当 の学 生 に聞 い てみ る と・修 士 論文 の
口頭試 験 の前 に,答 弁 委 員 と思 しき先 生 の授 業 に顔 を出 して置 い て,委 員
の人柄 を判 断 した ウ,質 問 の傾 向 を予 め知 っ て お き た い とい う・学 生 の心
理 か ら出 た ものの よ うで す。 半 年 毎 に 担 当 の教 師 が 変 わ る わ け です か ら・
これ も仕 方 が な い こ と と、思わ れ ます 。
私 は,こ の授 業 では ・ 日中対 照 研 究 の 論 文 にな るべ く多 く触 れ られ る よ
う心 掛 け ま した。 と言 い まナ の も,言 語 コー ス の多 くの学 生 は,修 土 論 文
を書 く際,日 中対 照 研 究 か,あ る い は対 照研 究 的 な 論文 をテ ー マ に選 ん で
い るか らで す 。 昨年 度 の修 士 論 文 の テ ー マ を見 て も,「 モ ダ リテ ィ衰 現 の
巨中対 照 」・ 「色 彩 語 に っ い て の 中 日対 照 研 究 」,「あ い さつ の 目中対 照 」・
r慣用 句 の対 照 研 究 」とい うよ うな具 合 に,全 員 が β中 の対 照研 究 をテ ー マ
に選 ん で い るわ け です 。 今 年 の 三 年生 は,目 下 各 大 学 の指 導 教 授 の下 で・
研 修 を行 っ て い るはず です が,彼 らの デ ー マ も,第 一 次 の調 査 では,r翻
訳外 来 語 の 日中対 照一 明 治初 窺 と清末 朗 の外 来 語 をめ ぐ って一 」・ 「日
中 同形 語 の研 究 」,「比 喩的 命 名 名詞 にっ い て の 目中対 照 」,「味 覚 形 容 詞 に
つ いて一 意味 分 類 の再 考 と転 義 の 中 日対 照 一 」,「助 詞 『の』 の意 味 記
述 的研 究 」 の よ うに,五 人 の うち,四 人 ま で が 日中対 照研 究 をテ ー マ に選
ん で い ます 。
年 度 に よ っ て,多 少 の 出入 りは あ る もの の,大 学 院 の言 語 専 攻 の学生 た
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ちは,日 本 語 研 究 の 中 に中 国語 との比 較 対 照 を した が っ てい る傾 向 に あ る
こ とが見 て取 れ ま す 。 そ の点 では,日 中両 国 の共 同研 究 の可 能 性 が多 岐 に
亙 っ てい る こ とで も あ りま す し,逆 に言 え ぱ,安 易 に対 照 研 究 に走 る可 能
性 も帯び て い る こ とが示 唆 され てい る よ うに も、思 われ ます。 修 士 論文 の答
弁委 員 を務 め られ た,東 京 外 国譜 大学 のK教 授 は,口 頭 試 問 の反 省 会 の
時 に,「 中国 の学 生 た ち が 自国 の言 語 の研 究 を軽 ん じて い るの で は な い か」.
と い うよ うな 意味 の指 摘 を され ま した:。これ は,翻 っ て考 え てみ る と,日
本 人 が対 照 研 究 を行 う時,却 って 日本 語 学 の面 が疎 か に な る こ との裏 返 し
と,自 らを反 省 した こ とで した。
念 の た め,文 学 コ ー ス の渓 業塙 を挙 げ てお き ます と,一 年 生 で は,
=◎ 日本 古典 文 学 」,「◇ 日本古 典 文 学 演 習 」,・「◎ 日本 古 典 文 学 論 」・「◎
英 語 」,「◎ 日本 近 現 代 文 学 」、 「◎ 日本 語 学 研 究1」,「 φ 目本 語 学 研 究
II」,「◆ 日本 史 」,「◎ 日中 文学 文 化 比 較 研 究 」,「◎ マル クス 主義 理 論 」.
の十 科 目,二 年 生 は,
「O日 本 古 典 文 学 特研 」,「 ◇ 日本 古 典 文 学 演 習」,rO日 中 言 語 対 照 研
究 」,「◆ 日本 対 外 関係 史 」,「◆中外 文 化 交流 史 」,「O日 本 近 現 代 文 学
特研 」,「◇ 日本近 現 代 文学演 習 」,「◎ マル ク ス主義 理 論 」
の八科 目で す 。 一 年度,二 年 度 とも に,rマ ル クス主 義 理 論 」 が必 修 に な
っ て い るの は,研 修 生 の コー ス には な い こ とで す か ら・ 「六 ・四 」 以 来 の,
政 府 の学 生 に対 す る厳 し さが この年 ま で続 い て い る と考 えた らい い の で し
よ うか 。 兎 も角,お 国柄 を物 語 って い る よ うに思 い まナ。
とこ ろで,私 がニ コマ しか持 た な か った と言 い ます と,ご 経 験 の な い先
生 方 か らは恐 ら く,「 持 ち コ マが少 な くて よか った ね」 と言 わ れ る だ ろ う
と思 い ま す。 そ れ は確 か に そ の とお りだ った わ けで すが,日 本 とは,と か
くやP方 の達 う中 国 で,い ろい ろな事 業 や ら行 事 を行 うに当 た っ て,結 構
忙 しい思 い もした こ とを率直 に申 し上 げ て置 き た い も のです 。 つ き ま して
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は,九 月から二月までの事業 ・行事 を追 い追いお話 ししていくことにしま
す。
我々,1993年 の九月 から一ノ弓までの秋学期を新スタッ7は,総 勢十七
名。長期派遣のお一人,主 任教授の東京女子大の竹田先生(前任者は東京
大学ぴ)池匿湿氏,中 国近世法制史),短 期派遣の常盤大学の柄沢(社会学),
弘前大学の田中(社会学),鹿 児島大学の木部 〔日本語学)の 三氏が未着任 と
いうことで,十 三名でスター トしました。この中で,日 本語 ・目本文学関
係のスタッフは,東 京女子大の国岡氏(日本近現代文学〉・九州大学の迫野
氏(日本語学,三 ヵ月在任,後 任は木部氏),京 都外大の佐治氏(目本語学,
一 ヵ・辱の集中講義),山 形大学の須賀氏(貫 本語学),国 学院大学の伝馬氏
(日本近現代文学)・信州大学の渡辺氏(日 本古典文学〉そ して私で した。そ
の忽 経済学の赤城氏(愛 知六学)・中国絵画の小川氏(東 京大学)・中国近
代政治史の中村氏(二松学舎大学),目 本近代思想史 の松尾氏,日 本マスコ
ミ論の山本氏という面々です。それに,長 期派遣の形で,飯 野,市 瀬両氏
(いずれ も日本語),加 藤氏(目 中対照研究〉の三名が研修 コースを主として
担 当していました。先輩 というわけです。
次は,職 務分掌 ということにな ります。
主任教授!主 任教授補佐!言 語 ・文学コース副主任 ノ祉会 ・文化 コー
ス副主任
カリキュラム委員会!学 術委員会 、!編集委員会'図 書委員会'シ ンポ
ジウム委員会1入 試委員会
上 の段 は ・ セ ンタ ー の公 式 の組 織 図 に載 る職 務 で,真 ん 中 と下 の段 は,専
門委員 会 に属 す る もの で す。 専 門委 員 会 は,各 派 遣 教 員 炉一 っ か二 つ担 当
す るこ と にな って い ま す 。私 は コ ー ス副 主 任 と編 集 委員 ・入試 委員 で した
か ら・ 日頃 の私 を ご存 じの先 隼 方 は危 惧 の念 を抱 か れ る こ と と 思 い ます
が,何 とか無 事 に終 えた こ とを ご報 告 して お き ます 。
カ リキ ュラ ム委 員 会 は,私 た ち σ)任期 中 は,教 学 委員 会 と称 せ られ,カ
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リキ 等 ラム委 員 会 と学 術 委 員 会 とを合 わせ た形 で・ 何 回 か の会議 び持 た れ
ま した 。 カ リキ ュ ラム 全般 を検 討 す る こ とが主 で した。 現 在 ・ 北 京 目本 学
セ ン ター は,第 二 次 五 ヵ年 計 画 の 四年 目に入 って い ます 。 再 来 年 か らの第
三 次 五 ヵ年 計 画 にっ い て,在 弾方 も含 め た今 後 の計 画 を議 論 す るわ け で す
が,第 三 次 か らは,規 模 が縮 小 し,北 京 外 国 語 大 学 に あ る組 織 を北 京 大 学
に あ る 「現 代 日本 研 究 コ ー ス」 の方 に統 合 し て い く模 様 で,教 師 も 日本
語 ・目本 文 学 等,一 部 を除 い て中 国 入教 師 が授 業 を担 当 し,必 要 に応 じて ・
日本 か らの短 期 の派 遣 に変 え て い くよ うで す 。 そ の是 非 につ い て・私 は発
言 で き る立 場 には い ま せ ん が,や た らに リス トラす る とい うよ うな拙 速 は
避 け たい もの だ と思 い ます 。荷 も一 国 の文 化 を伝 え よ う とす る揚 合,か な
りの時 問 瀞か か る もの では ない で し よ うか 。
編 集 委員 会 は,各 種 出 版物 の刊 行 に係 わ る諸 事 務 を行 い ま した 。同 セ ン
ター には,『 日本 学研 究 』,『 日本 学 論 叢 』,rシ ンポ ジ ウ ム論 文 集 』 とい う
三 種 類 の機 関 紙 が あ り,『北 京 目本 学研 究 中心 通 訊 』(ア北 京 日本 学 研 究 セ ン
タ ー通 信 』)と い う速報 紙 まで あ って,自 分 が属 してい た か ら言 うの で は あ
りませ ん が,最 も忙 しい部 署 の一 っ だ った よ う に 思 い ます 。 この 中 で,
r目 本学 研 究 』 は
,セ ン ター の主 た る機 関 紙,r日 本 学 論 叢 』 は ・修 士 論 文 ・
終 了 論文 の中 か ら優 秀 な もの を選 ん で 載 せ ま す ・Fシ ンポ ジ ウム論 文 集 』
は,毎 年 五 月 に開 かれ る,目 本 につ い ての シ ンポ ジ ウム(中 心話 題 は そ の
年 によ っ て変 わ ります)の 基 調 報告 や研 究 発表,レ ジ ュ メ等 を掲 載 し ます 。
中 国 の慣 例 で,シ ンポ ジ ウ ム開催 の直 前 まで に仕 上 が って い な けれ ば な ら
な い とい う制 約 が あ ります 。 現在 の 問題 点 は,派 遣 教 員 の任 期 が短 い(四
ヵ月)の で,出 版 の実 務 を担 当す る人 聞 が非 常 に少 な い とい うこ と,そ れ
ぞ れ の論 文 の 質 が低 下 して い るこ と(日 本 語 で書 くこ とに な っ て い る た め・
文 章 自体 の 問題 が大 きい),積 み残 し の論 文 が多 数 あ る とい うこ と、 等 々
です 。 私 た ち の任 期 中 には,こ の うち,7目 本 学 論 叢 』 の出 版 業 務 に あた
勢ま した 。 な お,『 セ ン タ ー通信 』 は・ ニ ュ ース性 を重 視 して ・ 一 月 に一
回 出 す こ とにな っ て い ま した 。 中国 語版 と 日本 語版 とが あ っ て,各 会 議 等
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.の速 記 に近 い もの を載 せ ます 。 中 国側 が ニ ュー ス ・ソー ス の場 合,そ れ を
員本 語 に な お し,目 本 側 が ニ ニ ース ・ソー ス の場合,そ れ を中 国語 に翻 訳
す る とい う複 合 出 版 の た め,中 国語 のカ を買 わ れ て,私 淋参 加 した とい う
わ け です が,果 た して評 判 は ど うだ った か,敢 えて触 れ な い こ と に し ま
す。
図 書 委 員 会 は,万 国 共 通 だ と思 い ま す が,セ ン ター の図 書予 算 の 中 で,
どの よ うな書 物 を購 入 す るか,と い うこ とが主 た る業 務 で す 。 そ れ に ・図
書 館 の開 館 時 問(授 業 赫 あ る時 期,休 み 中 の開館,閉 館 時 聞)等 に つ い て決
め るこ と も任 務 の うち とい うこ とにな9ま す 。
シ ンポ ジ ウム 委 員 会 は,先 程 少 し述 べ た よ うに,毎 年 五 月 に開 かれ るセ
ンター 主 催 の 日本 学 に関 す る シ ン ポ ジ ウ ム の企 画,実 施 に責 任 を持 ち ま
す 。 「北京 目本 学研 究 セ ン ター の卒 業 生(大 学 院 及 び 日本 語研 修 コー ス)を
中心 と した β本 学 の研 究 者 に発 表 の機 会 を与 え て,併 せ て これ らの研 究 者
と日本 の薪 究 者 の相 互 理解 を深 め る」 目的 で開 催 さ れ る わ け で す 。1987
年 か ら,こ れ まで}こ六 回 開 かオして)、ます(88年,89年 は開f崔され ませ ん・.
で した 。 籾 年 は,天 安 隙 事件 の年 です)。 今 年 は,「 日本 の映 画 」 につ い て
行 われ た はず です が7も ち ろん詳 し く知 る と ころ で は あ りませ ん。
入 試委 員 会 は,入 試 問題 の作 成 に 当 た ります 。 そ の内 容 につ い ては,未
公 開 とい うこ とに な っ て い ます の で,恥 を晒 さず に済 み ます 。 で,そ の問
題 は,大 き くは研 修 コー ス と大学 院 コ ー ス とに分 かれ,大 学 院 コ ー ス は,
先 程 来 お話 し して きた よ うに,言 語 ・文 学 コ ー ス と社 会 ・文 化 コ ー ス に分
かれ ます 。試 験 問題 と して は,研 修 コ ー ス用,大 学 院 の共 通試 験 用,さ ら
に,言 語 コー ス と文 学 コー ス用 の共 通 問題 が あ り,言 語 コー ス の専 門問 題
が あ る ≧い うぐ あ い に,委 員一 人 当 た リニ題 平均,問 題 を作 らね ば な りま
せ んで した 。 内 訳 は,古 典 語 が二題,現 代 語 が三題,言 語 に関 す る も の一
題 とい うこ とに な ります 。私 は,研 修 コ ー ス用 の問題(と も に,言 語 関 係)
を作 りま した 。 これ が結 構 時 間 が か か る 二 とは,先 生 方 夙 に よ くご存 知 の
こ とで あ りま す 。
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我 々派 遣 教 員 に は,も う一 っ役割 が あ り.ました 。 公 開 講座 とい う もの で
す 。公 開 とい う名 前 が付 い て い るよ うに,こ れ は 日本 学研 究 セ ンタ ー の教
職 員 ・学 生 だ け で は な く,北 京 市 の 中 に あ り,日 本 語 講 座 を持 って い る学
校 に全 て連 絡 を出 して,参 加 を呼 び か け る もの で す 。 「大平 学 校 」 当時 か
らも,こ れ に 似 た 会 は あ9ま した が,北 京 外 国語 学 院 に 移 った1985年9
月 か ら,1989年 の春 学期 の一 部 を除 い て,延 々 と続 い て来 て い ま す 。延 べ
195名 の先 生 が それ ぞ れ の分 野 で講 演 して い るこ とに な ります 。 今 年度 か
らは,日 本 側 と中国 側 が交 互 に担 当す る とい うこ とで,教 員 の負 担 ぶ軽 減
され ま した が,そ れ まで は,各 学期 の毎 週 木 曜 日の午 後 が これ に 当 て られ
て いた とい う こ とで す 。そ れ で も,持 ち コマ がニ コマ 以 下 の 教 員 が σ⊂優 先
的"に 指 名 され る こ と にな り,週 ニ コ マ担 当の私 は,立 派 に該 当す る とい
うこ とで,年 齢 順 で い って最 後 か ら二 番 目 に 当た りま した 。 そ の内 容 の一
部 は 『講 座 日本語 教 育 』 に発 表 しま した が,「 目中対 照 研 究 と 日本 語 教 育 」
とい う題 で話 しま した 。 こ の講 座 で は派 遣 教 員 か`喝 十 八番"と して い る
題 で話 して い い とい うこ とで した が,私 は た ま た ま こ ん な こ と しか で き ま
せ ん で した 。佐 治 先 生 は,rrは 邑 とrが 』』 につ いて話 され,日 本 近 代 文 学
の 「漱 石,志 賀,芥 川 につ い て」 を話 した 先生 もい ます し,「 中国 の 山 水
画 」につ い て・「乖 代 経 済 学 に 斜 ナる法 と経 済 学 」 に つ い て ・「孫 文 と黄 興 」
につ い て,「 パ プ アニ ュ ー ギニ アの こ と」につ いて 話 す 先 生 も い ま した 。 そ
の他,目 本 か ら何 人 か の 先 生 が 来 て,「 昭和 文 学 に関 す るシ ン ポ ジ ウ ム」
を開 いた先 生 方 もい ま した 。幸 い,年 齢 制 限 に掛 か づて,公 開講 座 発 表 は
免 れ て も,「 研 究 発 表 会 」 とい うも う少 し小 さな会 が あP,公 開講 座 に比
べ る と規 模 が 小 さ くな りま す が,北 京外 国 語 大学 の学 生 ・教 師 を相 手 に話
を してい ま した か ら,結 局 は,公 開 講 座 を こな した の と同 じ結 果 にな った
よ うに思 い ます が。
我 冷秋 学 期 の,大 学 院 の諸;一 ス担 当者 の懸 案 事 項 の一 つ は・ 来 年 の三
月 か ら 日本 に研 修 に行 く学 生 た ちを どの よ うに指 導 す る か,日 本 に研 修 に
行 く際 の指 導 教 授 に は ど な た に な って い た だ くか,と い うこ とで したD既
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に奉 学期 中(19%年5月)に 第 二 回 の調 査 と中 問 発表 会 が 行 わ れ て お り,
大枠 の研 究 テ ー マ も決 定 して い ま した 。 こ の時 の言 語 ユ ー ス の学生 のテ ー
マの変 遷 を挙 げ て見 ます(最 初 が1993年5月 第 二 次調 査,同 年 六月 の中 問







「日中外 来 語 にっ い て」⇒ 「同 じ」→ 『翻 訳外 来 語 の 日中対
.照」
「日本 語 にお け る漢 語 につ い て」⇒ 「同 じ」→ 「β中 同形 語
の研 究 」
「日本 語 にお け る象 徴 にっ い て の考 察 」⇒ 「目本 語 にお け る
意 味 論 の一 考 察 」→ 「助 詞 『の』 の意 味 記述 的研 究 」
「比 喩 の語 構 成 」⇒ 「語 構 成 に お け る比 喩 」→ 「比 喩 的 命 名
名 詞 につ い て の 目中対 照 」
「味 覚 形 容 詞 につ い て」⇒ 「同 じ」→ 「味 覚 形 容 詞 につ い て
一 意 味分 類 の再 考 と転 義 の 中 日対 照 一 」
とい う こ とに な ります 、P君 の よ うに,各 調 査,発 表 毎 に題 の変 わ る学 生
もい る し,Wさ ん,Jさ ん の よ うに,比 較 的 安 定 して い る学 生 もい るわ け
で,題 が変 わ っ たか ら とい っ て,決 して学 生 を責 め る こ とは で き ま せ ん
し,同 じ題 だ か ら周 到 な配 慮 が して あ る とい うわ けで も あ りませ ん。 しか
し,何 と言 って も,日 本 で の指 導教 官 を決 め る に 当た って は,余9に 変 化
が激 し い と,学 生 に と って も,指 導 す る先 生 に とっ て も好 ま しい こ とで は
な い とい うこ とは書 えます 。 そ こ で,何 回 か の面 接 を行 っ て,→ 以 降 の
題 に決 め る と とも に,ど の よ うな先 生 に指 導 して も らい た い か とい う希 望
を聞 い た上 で,指 導 教 授 の先 生 を内 定 した とい うわ けで す 。弛 の コ.一ス も
同様 に し て,決 定 す る こ とにな ってい ます 。 大 抵 の先 生 は快 く引 き受 け て
下 さ り,国 際交 流 基 金 を通 じ て,正 式 な承 諾 を い た だ き,現 在,彼 らは各
先 生 方 の下 で,修 士 論 文 の作 成 の準 備 に励 ん で い るはず です 。
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な お,我 々 の言 語 コ ー ス で は,こ の 作 業 は 比較 的 うま くい き ま した が,
他 の コー ス で,研 修 先 が気 に入 らず,何 度 も話 し合 い を行 った ケ ー ス 溺 あ
りま した。 そ の た め,教 師 側 が受 け入 れ 先 の指 導教 授 の 先 生 が こ の'分野
で,如 何 に優 秀 で あ るか,得 難 い機 会 な の だ か ら是 非 そ こへ 留 学 す る よ う
に しな さい と説 得 工 作 に 当 った ケ ー ス です 。 中国 側 の 先 生 の話 に よ る と,
め らた にな い こ とだ との こ とで した 。 ともか く,理 由 と しては,東 京以 外
の 所 で は,友 だ ち も い な い し,寂 し いか ら行 きた くな い とい うも の で し
た 。 本 当の理 由 は本 人 に しか 分 か りませ ん し,事 の是 非 は転 奴 こは判 断 で
き ませ ん が,中 国 の学 生 に もこ の よ うな 〔`我が ま ま"な 入 種 が出 て来 た
こ とは,記 憶 して お い て よ い こ とか も知 れ ま せ ん 。
さて,大 学 院 の言 語 コ ース につ い ては,か な り触 れ る機 会 が あ りま した
ので,.簡 単 に 目次 を示 して お くだ け と し,研 修 コ ー ス の授 業 につ い て。 誤
用 例 の分析 を中 心 と し て,ご 報 告 した い と思 い ま す。
大学 院 言 語 コ.一ス=「 日中言 語対 照研 究 」(全36時 聞=18コ マ).
1.は じめ に 《自己 紹 介 文 》!「日中対 照 研 究 に つ い て」
2.「 是 字 句 」 につ い て
3.「 有 字 句 」 と 「在 字 句 」
4.「 形 容 詞 謂 語 句 」
5.r主 謂 謂 語 句 」 に つ い て
6・r動 調 謂 語 句 」 につ い て
7.「 副 用 語 」 連 用 修 飾 作 用 にっ い て一(1)《 副詞 と形 容 詞 渉
8,「 〃 」 〃(2)《 時 間詞 と数 量!動
量 詞 》
9.「 関連 詞 語 」 にっ い て(1)《 関連 詞 語 とは》
10.「 〃 」 にっ い て(2)《 接 続 作 用 とニ ュ ア ンス》
1L修 ± 論 文 中 間発 表 会 予 行
12・ 修 士 論文 中 間 発表 会(全 学 授 業 休 講)
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13.「 推 量 ・伝 聞 」 に つ い て
14.7使 役 」 に つ い て
15.「 受 け身 」 に つ い て
16.「 敬 語 」 に つ い て
王7,「 複 合 辞 」 に つ レ、て
王8,「 終 わ りに 」(レ ポ ー ト提 出)
研 修 コ ー ス ニ 「日本 語 学 各 論 」(全38時 間 二19コ マ 〉
1.は じ め に 《自 己 紹 介 文 》!本 時 の 方 針 説 明
2,《 自 己 紹 介 文 》 の 誤 用 例 、1課題 の 誤 用 例 解 説,[課 題 提 示1




7・ 練 習 問 題 実 施










18・ 修 士 論 文 答 弁 会 の た め,全 学 授 業 休 講
19。 第 二 回 試 験 実 施
20,糸 冬 わ り 許こ
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研 修 コー ス の揚 合 も,九 月 か らの 四 ヵ月 で,答 弁 会 の1回 を休 講 した だ
け の1呂 回 とい う時 問数 です か ら,日 本 の 学期 に比 べ る と,授 業 時 間数 は
か な り多 めで あ った と思 いま す ・ 当初 は,中 国 入 学 生 の勤 勉 さ と・ そ う し
た 時 問 の 多 さ を見 込 ん・で,「 誤 用 分析 」 を主 とす るこ の授 業 を立 案 した わ
け で す。 そ もそ も,「 日本 語 学各 論 」 とい う授 業 で すか ら,動 詞 だ け を選
ぶ とか,助 動詞 だ け を選 ぶ とか で,言 舌を ケる こ と もで き た わ け で すqし か
し,私 の十数 年来 の中 国人 学 生 に対 す る 日本 語 教 育 の経 験 か ら見 て,よ り
実 践 的 なや り方 の方 炉彼 らの要 最 に も合 う と考 え た か らで す。 とは言 い な
が ら,む しろ 当然 の こ とで は あPま す が,所 幾 の 目標 で あ る,テ キ ス トを
な るべ く最 後 ま でや る,あ る いはで き るだ け沢 山 の事 項 に 当 た る とい うこ
と誤 で き なか った こ とを正 直 に申 し上 げ てお きた い と思 い ま す。 この よ う
な誤 用 例 を中 心 と した授 業 は,外 国 人(中 国人)の 先 生 に お任 せ す る こ との
難 しい分 野 で す か ら,後 任 の先生 に引 き続 い て い た だ くの が一 番 い い わ け
で す.し か しな が ら,各 学 期 の先 生 の お 考 え に任 さ れ て い る現 状 で は ・科
目 と して正 式 に残 してお く以外 には,方 法 は な い よ うに思 わ れ ま す。現 に
この コー ス の母 体 で もあ る 「大平 学校 」 で は,そ う した授 業 を設 置 し・ そ
こを通 じて得 られ た 成 果 をま とめた,誤 用分 析 の本 を出版 して い るほ どで
す 。私 も,「 日本 語 セ ン ター報 」の第11号 で,「 分析 の結 果 につ い て は,帰
国 後 に集 計 の後,改 め て ご披 露で き る か と思 い ます 」・な ど と,筆 が滑 っ て
い らぬ こ とを 言 って しま い ま した が,こ こで 発 表 す る の が 一 番 い い の に,
ご覧 の とお り,ま だ集 計 ・分 析 が出 来 上 が っ てお りませ ん。 将 来 ・ 「講 座
目本 語 教 育 」 に結 果 を掲 載 させ て い た だ くつ も りです の で ・本 目の とこ ろ
は,ど うぞ ご容 赦 をい た だ きたい と思 い ます 。 今,お 回 しす る の は・ そ の
時 使 った プ リ ン トで す 。私 が使 わ せ て いた だ い た こ の本 は,森 田 ・松 木 両
先 生 炉折 角,体 系 的 に分析 を加 え て い らっ しゃ るご本 です か ら,こ れ を全
部 仕 上 げ るこ とがで きれ ぱ,必 ず や相 当 の成 果 が あげ られ る もの と思 って
い ま す。 学 生 に とっ ては,日 本 語 の細 か いニ ュ ア ンス を学 ぶ こ とが で き ま
す し,教 師 の側 は,誤 用 例 を系統 的 に集 め る こ とが で き る の で は な い か と
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考えます。 先程 も大学院 コースの授業の ところで,少 し触れましたが,中
匡語にも 「関連詞語」 というものがあって,そ の形態的 ・機能的な類似か








旅,武 漢 ・洞庭湖 ・長沙への旅,済 南 ・曲阜 ・青島への線,南 京 ・上海 ・
海寧への旅 と,か な りの所 を回 りま した。ハルビンには黒竜江大学があ
り,武 漢 には武漢大学があり,済 南には山東大学があ弘 南京には南京大
学があり,上 海 には上海外国語大学,復 旦大学・華東師範大学等がありと
いうぐあいに,中 国から日本に留学する学生のかな りの部分が関係す る大
学があったわけです。しかし,今 回は目本語教育事情について知 る旅 とい
うよPは,任 期 を終 えた私の単なる趣味 として,1920年 代に活躍 した詩入
の足跡を辿る旅でしたので,本 日の演題 とは,少 々ズ レてしまいます。そ
れはまたの機会 ということにして,割 愛 させていただきます。
ご静聴ありがとうございました。これで私の話 を終わらせていただきま
す。(完)
(本稿は19叫 年6月3D日,斗 時か ら行れ た 日本語教授法研究会主催の例会におい
て口頭 発表 した草稿 に基づ き,文 章に起 こした ものです。)
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